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短期的な過熱感って何で見る？

代表的なオシレータ系（売られすぎ、買われすぎ）テクニカル指標

・RSI（－80％以下で売られすぎ、＋80％以上で買われすぎ）

→トレンド相場ではダマしにあう可能性あり

・ストキャスティクス（20％以下で売られすぎ、80％以上で買われすぎ）

→トレンド相場ではダマしにあう可能性あり

・ボリンジャーバンド（－2σ以下で売られすぎ、+2σ以上で買われすぎ）

→バンドウォークなどトレンド系の指標の方が使い勝手がいい

・騰落レシオ（70％以下は売られすぎ、120％以上は買われすぎ）

→市場全体の方向性はつかめるが、個別株や歪な日経平均は難しい

・サイコロジカルライン（25%以下なら売られすぎ、75%以上なら買われすぎ）

→基本的には12日間のデータを確認する必要ある
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25日移動平均乖離率「7％」に注目
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エンベロープ（ボリンジャーバンドと異なりバンドの幅は一定）
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価格帯別出来高（相場の蓋と底が見えてくる）


